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町防災訓練in 岡地区
自分たちの地区は自分たちで守る

中山中３年生
安全・安心なまちづくりに向けた発表会

の合図で、地区の方々が、班長の誘導で
化交流センターに集まってきました

張り紙で確認する地区の方々

を確認しました

　

中
山
中
学
校
３
年
生
が
、
町
の
防

災
に
つ
い
て
調
べ
た
成
果
を
発
表
し

合
う
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
発
表
会
」
が
、
１１
月
２０
日

に
中
学
校
武
道
館
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
「
避
難
者
に
優
し
い
避
難
所
に
す

る
た
め
に
」「
よ
り
良
い
町
づ
く
り
」

「
中
山
町
を
よ
り
良
く
し
よ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」「
中
学
生
が
防
災
力
を

つ
け
る
た
め
に
」「
避
難
後
を
快
適

　１０月２９日、岡地区を主会場に、町の防災訓練が行われました。

　今年の訓練は、「村山地区を中心に局地的な大雨が発生。町内では

山沿いを中心に河川の増水、主要道路の冠水などのほか、落雷により

電気・通信に被害が発生し、水道の断水が予想され、ライフラインに

過大な被害発生がある」ということを想定し、実施されました。

　これは、町、町消防団、および地区と地区住民が一体となって実施

したもので、災害発生時における初動期の対応の確認と、実践的な訓

練を行いました。

　当日の天候は雨となり、想定に近い状況での実施となりました。朝、

８時４０分のサイレンを合図に開始され、参集訓練、情報収集訓練、放

水訓練、応急手当訓練、災害時優先電話体験など、タイムテーブルに

沿って、ひとつひとつ確実に行いました。

　あいにくの雨の中での訓

練となりましたが、早朝か

ら地区の皆さんの協力を得

て、スムーズに実施するこ

とができました。

　万が一、想定のような事

態が起きた場合、今回の訓

練のように落ち着いて行動

できるかは、日頃の心がけ

にかかってきます。

　地区でも、今後も継続し

て実施し、防災意識を高め

たいと思います。

岡地区自主防災会 会長

柏倉　和廣岡総代
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町消防団による土
ど

嚢
のう

積み上げ訓練

サイレン
岡地区文

水道企業団の給水車で給水訓練

消火器での消火訓練

ＮＴＴの災害電話通信訓練

ＡＥＤを使っての救助訓練

訓練の最後に自主防災会長からまとめの言葉がありました 当日の自分の役割を

炊き出し訓練のおにぎりをもらって解散となりました 雨の中、訓練の手順

スーパーのレジ袋で、ケガの応急処置
ができることを披露してくれました

パソコンを使って、各班ともわかり
やすく発表をしてくれました

に
過
ご
す
た
め
に
」「
ひ
と
り
ひ
と

り
の
意
識
改
革
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
班

で
ま
と
め
た
内
容
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
災
害
が
起
き
た
ら
、
自
分
が
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
見
つ

け
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
、

し
っ
か
り
し
た
視
点
で
ま
と
め
ら
れ

て
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
大
い
に

役
立
つ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
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「山形定住自立圏構想」による広域連携に取り組んでいます

　「山形定住自立圏構想」とは、中心市である山形市と隣接する二市二町が、その都市機能とそれぞ

れの魅力を活用して相互に役割分担し、連携・協力することにより、生活に必要な機能の確保、圏域

への人口定住を促進するものです。

　町では、山形市、上山市、天童市、山辺町と連携して次の事業に取り組んでいます。今回は、下記

のうち地域公共交通ネットワークの構築について紹介します。

政策分野 分類 連携する取り組み
連携する市町

上山 天童 山辺 中山

生活機能の強化

医 療 休日および夜間における診療体制の充実 ○ ○ ○ ○

福 祉
子育て支援センターの相互利用 ○ ○ ○ ○

こども安全情報配信事業の拡大 ○ ○ ○ ○

産 業
産学連携交流会の拡大 ○ ○ ○ ○

ナラ枯れ被害対策防除事業 ○ ○ ○ ○

消 防 消防事務の受委託 ○ ○

そ の 他
消費生活相談事業の拡大 ○ ○ ○ ○

年金相談事業の拡大 ○ ○ ○ ○

結びつきや
ネットワークの強化

地 域
公共交通

地域公共交通ネットワークの構築 ○ ○

そ の 他
山形市市民活動支援センターの広域活用 ○ ○ ○ ○

山形市男女共同参画センターの広域活用 ○ ○ ○ ○

圏域のマネジメント
能力の強化

県　域　内
市町職員の
交流、研修

職員研修の拡充 ○ ○ ○ ○

地域公共交通ネットワークの構築について

使い方の手順

時刻表・運賃・停留所などの詳細は、町公式ホームページで

ご覧いただくか、下記へお問い合わせください。

➡ ➡ ➡

　町では、「大郷明治交通サービス運営協議会」と連携し、「スマイルグリーン号」を運行しています。

　「スマイルグリーン号」とは、山形市の大郷明治交通サービス運営協議会が運営するデマンド

型乗合タクシーのことで、乗車する便と停留所を事前に予約し、他の利用者と乗り合わせて目的

地に向かうというものです（予約のないところには停まりません）。目的地としては県立中央病

院ほか、七日町や山形駅前などの山形市街地が設定されています。運行日は月・水・金曜日です。

初めて利用する前に利

用者の登録をします。

登録方法は、政策推進

課政策企画グループへ

申込書または電話で申

し込みます。

（☎６６２－４２７１）

利用日前日の夜７時

まで予約センターに

電話で申し込みます。

（☎６８１－３８０９）

発車の目安時刻までに

ご予約の停留所でお待

ちください。

車内で運賃を支払

います。

①利用会員登録 ②利用予約 ③停留所から乗車 ④目的地到着

定住自立圏構想に関するお問い合わせ　政策推進課政策企画Ｇ　☎６６２－４２７１
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認知症予防のストレッチ運動は「無理をせず、
継続することが大切」と、説明がありました。
少しの時間でも毎日行うのが効果的だそうです

「カズオ・イシグロ」の
コーナーもありますよ

（写真上）即興のイラ
ストで、最初からわく
わくさせてくれました

（写真左）参加者全員
でコースターに人気
キャラクター「がんこ
ちゃん」を描き、それ
がお土産になりました

実地での具体的な研修が行われました

認知症カフェを開催

竹林整備・タケノコ生産研修会

絵本作家 武田美穂さんのライブ講演会

楽しく交流して認知症を知ろう

竹林の管理を学ぶ

みんなで即興絵本を作ったよ

　１１月２７日、「認知症わいわいカフェ」が、中央公民館で

開催されました。

　これは、認知症の方やそのご家族はもちろん、関心のあ

る方は誰でも参加できるもので、お茶を飲みながら楽しく

交流して、認知症への理解を深めようという目的で行われ

たものです。

　「体を動かして脳を活性化！」と題した篠田総合病院作

　１１月７日、柏倉九左衛門家住宅を会場にして、「竹林整

備・タケノコ生産研修会」が、県森林研究センターの主催

で開催されました。近年地元産タケノコの需要が高まって

いますが、これまで県には栽培マニュアルがなく、また、

手入れが行き届かない竹林が増えていると言われていま

す。これらを解消するために、今回、敷地内に竹林のある

場所として選ばれ研修会が催されたものです。近隣市町村

から参加者が集まり、熱心に研修を受けていました。

　町立図書館「ほんわ館」では、１０月２９日に「ほんわ館ま

つり」を開催しました。図書館ボランティア「ほんわ館

業療法士の坂本和貴さんの講話の中で、「認知症の最大の予防法は身体を動かし脳を活性化させること」

と説明があり、参加した皆さんは、さっそくストレッチを行い、楽しく情報交換しながら認知症に対す

る認識を深めていました。

ファン」の皆さんによるお話し会

や、ブックカフェなどが行われ、た

くさんの来館者で賑わいました。ま

た、絵本「ますだくん」シリーズで

人気の絵本作家武田美穂さんが「ラ

イブ講演会」を行い、絵本作家とし

てデビューしたきっかけや、人気シ

リーズの製作エピソードを披露してくれました。スクリーンを使用して即興で絵

を描いたり、会場の皆さんと一緒に絵本を作ったりと、工夫をこらした演出はま

さにライブそのもの。豊かな本の世界に浸る１日となりました。
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ひまわり広場

故沖津　宗さん 渡邉雅弘さん

３つの市町の首

長が、三大芋煮

をデザインした

割烹着を着て、

芋煮を手渡しま

した

このイベント全

体には９万人を

超える来場者が

ありました。リ

ンゴやラ・フラ

ンスなども併せ

て宣伝しました

旭
日
双
光
章　

受
章

　
　
　

元
議
長　

渡
邉
雅
弘
さ
ん

旭
日
単
光
章　

受
章

　
　
　

元
議
員　

故 

沖
津　

宗
さ
ん

中山 大洲 津和野
日本三大芋煮
東京ＴＢＳ前でＰＲ

　芋煮文化を誇る当町と、島根県

津和野町、および愛媛県大洲市で

は、「日本三大芋煮」として平成

２６年度から、連携したイベントを

開催しています。今年は新たに協

議会を立ち上げ、東京赤坂のＴＢ

Ｓラジオが主催するイベント「ラ

ジフェス２０１７」に参加し、ＰＲ活

動を行いました。

　１１月３日と４日の２日間にわ

たって、赤坂サカス広場等で行わ

れたイベントでは、中山の「芋煮」、

津和野の「芋煮」、大洲の「いも

たき」を、訪れた方々にそれぞれ

１，５００食振る舞い、郷土の味をア

ピールしました。

　初めて芋煮を口にした人は、「里

芋がとても柔らかいです。それぞ

れ個性がありますね」と話し、お

いしそうに頬張っていました。

こ
れ
ま
で
の
功
績
を
称
え
て

　

平
成
２９
年
の
秋
の
叙
勲
で
、
元
町
議
会
議
長
の
渡
邉
雅
弘

さ
ん
（
元
町
）
が
、「
旭
日
双
光
章
」
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

渡
邉
さ
ん
は
、
平
成
３
年
に
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
長
や
、
監
査
委
員
、
議
長
な
ど
を

　

元
町
議
会
議
員
の
故
沖
津
宗
さ
ん
（
元
町
）
が
、「
旭
日

単
光
章
」
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

沖
津
さ
ん
は
、
平
成
３
年
か

ら
１９
年
ま
で
の
１６
年
の
間
、
町

議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

受
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

歴
任
さ
れ
、
２４
年
の
長
き

に
わ
た
っ
て
、
地
方
自
治

の
発
展
に
多
大
な
功
績
が

あ
っ
た
と
し
て
、
今
回
の

受
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

渡
邉
さ
ん
は
、
今
回
の

受
章
を
受
け
、「
家
族
や

周
り
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
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T o p i c s

児童たちの前で模範を見せ、見事なシュートに拍手が
起こっていました

プロの選手は大きいね
豊田小でバスケットボール教室

中
学
校
新
人
体
育
大
会

　ジブラルタ生命保険株式会社が実施する未来

を担う子どもたちの夢や希望を応援するプログ

ラムのひとつとして、「ドリーム・スクール・キャ

ラバン　バスケットボール教室」が、１１月１３日

に豊田小学校で開催されました。プロバスケッ

トボールチームのパスラボ山形ワイヴァンズの

選手とコーチが訪れ、豊田小の４、５、６年生

がバスケ指導を受けました。

　児童たちは、ボールの扱い方からシュートの

打ち方までわかりやすく教えてもらい、終始、

楽しく交流していました。

ご
活
躍
お
め
で
と
う

南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　

団　

体

▪
優　

勝

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

（
決
勝
大
会
出
場
）

▪
準
優
勝

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子 

（
決
勝
大
会
出
場
）

▪
第
３
位

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子 

（
決
勝
大
会
出
場
）

　

剣
道
女
子 

（
決
勝
大
会
出
場
）

　

個　

人

▪
準
優
勝

　

柔
道
男
子
６０
㎏
級 

渡
邉　

晃
介　

 

（
決
勝
大
会
出
場
）

　

柔
道
女
子
７０
㎏
超
級 

夛
田　

汐
夏　

 

（
決
勝
大
会
出
場
）

▪
第
３
位

　

柔
道
男
子
５５
㎏
級 

大
泉　
　

晟　

 

（
決
勝
大
会
出
場
）

県
中
学
校
陸
上
選
手
権

▪
優　

勝

　

女
子
共
通
１００
ｍ
ハ
ー
ド
ル 

柏
倉　

う
み　

▪
準
優
勝

　

女
子
１
年
１００
ｍ
走 

柏
倉　

う
み　

県
新
人
決
勝
大
会

▪
優　

勝

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▪
第
３
位

　

剣
道
女
子
団
体

　

柔
道
男
子
６０
㎏
級 

渡
邉　

晃
介　

　

柔
道
女
子
７０
㎏
超
級 

夛
田　

汐
夏　

　１０月２６日に、豊田小学校の３年生と４年生が、中

山ロータリークラブ（小松俊行会長）の指導を受け、

豊田小学校の裏山の野草園にヒメサユリの植栽を行

いました。

　これは、平成２４年度から毎年行われているもので、

今年は、ヒメサユリの球根１００球と、種蒔きを行い

ました。ロータリークラブの皆さんの説明の後、早

速球根を手に取り、児童一人ひとりが作業を行いま

した。ヒメサユリは６月頃花が咲くということで、「き

れいに咲いた花を見てみたい」と児童たちは今から

楽しみにしている様子でした。

　この事業は、「やまがた緑環境税」を活用して行

われたものです。

来年、花が咲くのが楽しみ
ヒメサユリ植栽　豊田小3、４年生

中山ロータリークラブでは、普段豊田小と協力して、野
草園の維持管理を行っています。また、町内の清掃活動
も行っており、１１月１８日には町総合体育館周辺の道路の
ゴミ拾いを行いました
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ひまわり広場

　長崎小学校は、このほど、児童に対する租税教育の推進に

功績があったとして、山形税務署から感謝状を贈呈されまし

た。「租税教育」とは、児童が社会の仕組みや税の使われ方

について考えることで納税意識の向上を目指すものです。長

崎小学校は、平成２５年度から町職員も講師を務め毎年租税教

室を開催していることから今回の表彰となったものです。

　１１月２２日、豊田小学校の５年生の児童が、なかやま保育園

の年長児との交流を行いました。

　これは、「総合的な学習」の授業の一環でなかやま保育園

を会場にして行われたもので、児童が事前に保育園を訪れ、「年

長児と交流するのにふさわしいものは何か」と考えるところ

から始めました。

　その結果、自分たちで決めたテーマは「お店屋さんを開い

て園児を喜ばせてあげよう」というもの。当日は、グループ

ごとに事前に準備した「小学校体験」「魚釣り」「紐引き」「紙

飛行機」などが体験できる、いろいろな種類のお店を開きま

した。園児たちは、それぞれのお店を回り、お兄さん、お姉

さんの趣向を凝らした出し物で遊び、手作りのイラストなど

をプレゼントしてもらい、大喜びでした。

租税教室の推進校として

長崎小に感謝状

保育園児と交流　豊田小５年生

　広報なかやま７月１５日号で長崎小学校５年生が、「石っ

ころ会」（細谷善一会長）の指導を受け、田植えをしたこ

とを紹介しました。その稲が生長したため、１０月１０日に稲

刈りを、続いて、１１月８日に脱穀作業を行いました。

　稲刈りでは、一人ひとりが鎌を手に、一株一株丁寧に稲

を刈り取り、稲杭に掛け、天日で干す昔ながらのやり方を

教わっていました。

　また、脱穀作業では、昔使われていた足こぎ式の脱穀機

を実際に操作してみるとともに、現代の機械も使用し、作

業スピードの違いを体感していました。

　どちらも石っころ会の皆さんの手ほどきを受けながらの

作業となりました。児童たちは泥だらけになりながら、お

米を作る大変さと楽しさを実感していました。

収穫の秋が来たよ
長崎小５年生が植えた稲

山形税務署長から感謝状を受け取る渡邉長崎小校長

来年４月には１年生になる園児に、「学校で私
たちが待っているからね」と、優しく話しか
けていました

会の方に助けてもらい稲を杭にかけていきます

足でこぐタイミングが難しかった脱穀作業
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南蛮人風獅子踊絵馬

第１２９話 南蛮人風獅子踊絵馬 その２

　

南
蛮
人
風
獅
子
踊
絵
馬
に
描
か

れ
て
い
る
獅
子
の
左
側
に
、
頭
頂

に
赤
い
房
の
付
い
た
つ
ば
付
き
帽

を
か
ぶ
り
、
異
国
人
ら
し
い
面
相

の
人
物
が
横
笛
を
口
に
あ
て
て
吹

い
て
い
る
様
子
が
見
え
ま
す
。
衣

装
は
室
町
や
江
戸
時
代
頃
の
絵
な

ど
に
あ
る
南
蛮
風
の
洋
装
を
し
て

い
ま
す
。
絵
の
下
の
部
分
は
ほ
ぼ

剥
落
し
て
い
て
、
残
念
な
が
ら
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
状
態
で
す
。

　

画
面
の
中
央
下
部
に
裏
打
ち
紙

を
貼
っ
た
も
の
か
、
奉
年
の
年
月

日
、
銘
を
書
い
た
と
思
わ
れ
、「
享

和
□
年
」
と
、
右
側
に
「
高
□
村
」

の
墨
書
が
逆
に
な
っ
て
浮
き
出
て

い
る
の
が
判
読
で
き
ま
す
。

　

資
料
で
は
、
こ
の
年
号
を
享
和

３
年
で
、
奉
納
者
は
山
辺
村
の
人

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
絵
の
上
部
の
左
右
に

奉
納
の
墨
書
が
か
す
か
に
判
読
で

き
ま
す
が
、
山
辺
と
い
う
墨
書
は

ど
こ
に
も
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
画

面
下
に
あ
る
享
和
□
年
の
年
紀
の

右
側
に
あ
る
高
□
村
の
□
は
、

「
擶
」
の
字
の
よ
う
に
判
読
で
き

る
こ
と
か
ら
、
奉
納
者
は
高
擶
村

の
人
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
擶
村
は
昔
か
ら
山
寺
系
の
獅

子
踊
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
村
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
高
擶
獅
子
踊
の
関

係
者
の
誰
か
が
、
踊
り
の
上
達

か
、
連
中
の
安
全
祈
願
の
た
め
奉

納
し
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
山
寺
系
の
踊
り
の

構
図
で
は
な
く
、
ま
た
、
異
国
人

を
描
い
た
理
由
に
つ
い
て
も
、
不

明
な
点
が
多
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。　

【
用
語
の
説
明
】

連
中
：
音
曲
な
ど
の
一
座
の
人
々
。

※  

本
文
中
、「
□
」
と
表
記
し
て

い
る
の
は
、
判
読
で
き
な
い
部

分
を
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。

※
引
用　

中
山
町
史　

中
巻

　

第
１０
章
第
１
節　

庶
民
と
信
仰

おこめんジャー（写真右）からもらった
つや姫おむすびを頬張る園児

子どもにわかりやすい寸劇では、「スマホで勝手に遊
ばない」と園児に呼びかけました

SNSの使い方を家族みんなで考えよう～消費者被害に遭わないための研修会～

稲作戦隊おこめんジャーがやってきた

　１１月１日、山形創造ＮＰＯ支援ネットワーク（須藤路

子代表理事）の支援する「消費者市民の道しるべ実行委

員会」が主催して、ながさき幼稚園（学校法人長崎児玉

学園　小林聡子園長）の園児と保護者を対象に、消費者

被害に遭わないためのスマートフォンの使い方を学ぶ研

修会が開催されました。乳幼児の脳への影響や、親が知

らないうちにスマホをいじって個人情報を流してしまう

などの思わぬトラブルについて、弁護士のお話も交えて

の内容に、保護者の皆さんも熱心に聞き入っていました。

　ＪＡ全農山形の米消費拡大のキャラクター「おこ

めんジャー」が、１１月２２日にながさき幼稚園とぴー

すこども園にやってきました。「はえぬきん」「こま

ちん」「こしひかりん」の３体が、寸劇を行い、朝

ごはんを食べる大切さを教えてくれました。

　最後に、おこめんジャーが園児全員につや姫のお

むすびを配ると、みんなおいしそうに食べていました。
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ひまわり広場

　１１月６日、「ひまわり風呂敷倶楽部」（齊藤秋代会長）が、白鷹

町から紅花染めの講師 今野正明さんを招いて、体験講習会を開

催しました。

　ひまわり風呂敷倶楽部では、ひまわりの花を用いて町の新しい

特産物を作ろうと活動しています。今年はそれに加え、柏倉九左

衛門家住宅の門前で紅花保存会（東海林弘夫会長）が栽培した紅

花を用いて染めてみようと、新たに挑戦しました。

　当日は、会場となった中央公民館に、会員の皆さんとお知らせ

版を見て応募した参加者が集まり、本格的な紅花染めを実際に体

験して学んでいました。

講師を招き、体験講習会開催
ひまわり風呂敷倶楽部

黄色、橙色、そして真っ赤と、さまざま
な色の出し方を実践していました

やってみっべ

補助金

活用事業

　町の特産品であるすももを使用した加工品の開発に取り

組む「おしんすももの会」（鈴木徹雄会長）が、１１月１４日に、

今年の新酒の完成お披露目会を開催しました。

　「すもものワイン」は大石早生とソルダムの２種類、そ

れに「スパークリングワイン」が紹介され、いずれも今年

収穫したすももを原料に作られています。

　鈴木会長は、「町のすもも生産者と、県内の流通業者、

および加工業者が三位一体となっているのが『おしんすも

　年々高齢化が進み、お年寄りのひとり暮らしや、高齢夫

婦のみの世帯の数が増えてきている中、地域で何かできる

ことはないかを探るため、大字柳沢（大津利美総代）が「“や

んくさ”カフェ」を開催しました。

　これは、大津総代が、県の「高齢者生きがいづくり生活

支援活動人材育成等事業実践講座」を受講し「地域の居場

所って？」について学んできたことを、実際に地域でやっ

今年もおいしくできました
おしんすももの会

賑やかに“やんくさ”カフェ

やんくさカフェ、おもしゃいっけな

飲み口優しいすももワイン。クリスマスにもいいですね

柳沢地区
まちづくりの

第１歩

てみようと行ったものです。１０月２８日、会場の柳沢集落センターには、地区の高齢者が集まり、第１部

として「１００歳体操」を行い、第２部として地区の現状の説明を受けた後、お茶を飲みながらの和やかな

雰囲気の中、「やんくさのいいところ」「こんなものがあったらいいな」「心配していること」「直してい

きたいこと」などを話し合いました。参加した方は感想として、「久しぶりに会った人もいて楽しかった。

日頃から思っている不安を共有することができた」と話し、大津総代は「何でも話せる雰囲気の中、高

齢の方がどう考えていらっしゃるのか糸口がつかめればと思っています。これからの地域活動に役立て

たい」と話していました。

もの会』です。私たちが生産する良質なすももで、今年も、とてもおいしいものに仕上がりました。ぜ

ひ、これからの季節、味わってみてください」と話していました。
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●秀菊会� 民謡・民舞・歌謡ショー�

    
� � �

� 
�       ☎������������� ☎�������������

��月の休館日�：���月 ��日�月��

入浴営業時間� � �月２日～２月末日�

早朝６時３０分から営業いたします�

��月 ��日� 暮の市� まるっと前で開催�
広
　
告

��

まちの人口

（１１月末現在）

人　口 人１１，４４１ （前月比−１３人）

（男５，６０７人、女５，８３４人）

世帯数 世帯３，６４７ （前月比±０世帯）

人の動き
（１１月届出分）

出生５人　転入９人

死亡８人　転出１９人

はつらつと軽スポーツで交流
シルバーレクリエーション大会

競技の前に、皆さんでいきいきクラブ体操

　１１月８日、中央公民館大ホールを会場にして、

（福）町社会福祉協議会主催の、シルバーレクリエー

ション大会が開催されました。これは、町と町き

ららクラブが後援して行われたもので、約１４０名

の参加者が、地区ごとにさまざまな競技を行い、

点数を競い合いました。

　競技中は、選手の応援が会場いっぱいに響き渡

り、年齢を感じさせない熱気で盛り上がりました。

「広報なかやま」では、皆さんからの情報

をお待ちしています。政策推進課地域情報

グループまでお気軽にお寄せください。

お待ちしています。

電　話　６６２－２２２３（直通）

ＦＡＸ　６６２－５１７６

町公式HP
http://www.town.nakayama.
yamagata.jp/site/koho/

１８
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Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ
版

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

●

●

●

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
●
●
●

№1295

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

①固定資産税　　　　　　　　　　３期

②国民健康保険税　　　　　　　　６期

③介護保険料　　　　　　　　　　６期

④後期高齢者医療保険料　　　　　６期

納期限　１月４日（木）

今 月 の 納 税 等

※ ①、②はコンビニエンスストアでの納付が
可能です。

※お問い合わせ先　
　住民税務課税務Ｇ　☎６６２‐２１１２

小
型
特
殊
自
動
車
の　
　
　

　

登
録
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
税
務
課
税
務
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
２

　

乗
用
の
農
耕
作
業
用
の
自
動
車
［
農
耕
ト

ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
、
刈
取
脱
穀
作
業
車
、

農
業
用
薬
剤
散
布
車
］
で
最
高
速
度
３５
㎞
／

ｈ
未
満
の
も
の
と
乗
用
草
刈
り
機
は
、
小
型

特
殊
自
動
車
に
該
当
し
、
公
道
を
走
行
し
な

く
と
も
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
取
得
し
て
取

り
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
登
録
を

し
て
い
な
い
方
は
印
か
ん
、
車
体
番
号
等
の

車
両
の
情
報
が
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
の
上
、

住
民
税
務
課
税
務
Ｇ
に
て
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
車
両
は
軽
自
動
車
税
の

課
税
対
象
と
な
る
た
め
、
償
却
資
産
の
申
告

は
不
要
で
す
。

固
定
資
産
「
償
却
資
産
」
の

　

申
告
書
の
送
付
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
税
務
課
税
務
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
２

　

町
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
お

よ
び
町
内
事
業
所
な
ど
に
、
償
却
資
産
申
告

書
を
12
月
20
日
に
送
付
し
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
に
は
、
毎
年
１
月
１

日
に
所
有
す
る
資
産
を
、
資
産
の
所
在
す
る

自
治
体
に
申
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
告
の
手
引
き
を
参
考
に
、
左
記
受
付
期
間

中
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

● 

期
間　

平
成
30
年
１
月
４
日
（
木
）
～
31

日
（
水
）

※
郵
送
で
の
申
告
も
受
け
付
け
ま
す
。

固
定
資
産
税
の　
　
　
　
　

　

減
額
措
置
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
税
務
課
税
務
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
２

　

次
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
固
定
資

産
税
の
減
額
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
該
当
す
る
方
は
、
工
事
完
了
後
３
か
月

以
内
に
関
係
書
類
を
添
え
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
耐
震
改
修
・
省
エ
ネ
改
修
は
、

基
準
に
適
合
し
た
こ
と
の
証
明
書
が
必
要
で

す
）
。
手
続
き
の
詳
し
い
内
容
・
申
請
書
の

用
紙
等
は
、
住
民
税
務
課
に
準
備
し
て
あ
る

ほ
か
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
住
宅
の
耐
震
改
修
】

● 

対
象
住
宅　

昭
和
５7
年
1
月
1
日
以
前
か

ら
所
在
す
る
住
宅

● 

改
修
内
容　

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し

た
、
改
修
工
事
費
用
が
５0
万
円
を
超
え
る

改
修

● 

減
額
内
容　

翌
年
度
の
固
定
資
産
税
額　

（
1
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
相
当
分
ま
で
）

の
１
／
２
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

【
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
】

● 

対
象
住
宅　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住

す
る
、
新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年
以
上
を

経
過
し
た
、
改
修
後
の
床
面
積
が
５0
㎡
以

上
の
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

　

 

①
6５
歳
以
上
の
方　

②
要
介
護
認
定
ま
た

は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方　

③
障

が
い
の
あ
る
方

● 

改
修
内
容　

次
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工

事
で
、
補
助
金
を
除
く
自
己
負
担
額
が

５0
万
円
を
超
え
る
改
修

　

 

①
廊
下
の
拡
幅　

②
階
段
の
勾
配
の
緩
和
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中
山
町
消
防
出
初
式　

  　

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
危
機
管
理
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
４
８
９
９

　

中
山
町
消
防
団
に
よ
る
威
風
堂
々
の
分
列

行
進
や
年
頭
の
放
水
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
場
と
な
る
道
路
は
午
前
８
時
３0

分
か
ら
一
時
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
）
午
前
10

　

時
～
11
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
前
通
り

取
り
壊
し
建
物
の
届
出
を　

お
忘
れ
な
く

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
税
務
課
税
務
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
２

　

固
定
資
産
税
の
課
税
さ
れ
て
い
る
家
屋
に

つ
い
て
平
成
29
年
中
に
取
り
壊
し
た
建
物
の

確
認
を
し
て
い
ま
す
。
建
物
を
取
り
壊
し
た

方
は
、
お
早
め
に
お
届
け
く
だ
さ
い
（
届
出
が

な
い
と
翌
年
度
も
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

③
浴
室
の
改
良　

④
ト
イ
レ
の
改
修　

⑤

手
す
り
の
取
り
付
け　

⑥
床
の
段
差
の
解

消　

⑦
引
戸
へ
の
取
替
え　

⑧
床
表
面
の

滑
り
止
め
化

● 

減
額
内
容　

翌
年
度
の
固
定
資
産
税
額　

（
1
戸
当
た
り
１
０
０
㎡
相
当
分
ま
で
）

の
１
／
３
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

【
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
】

● 

対
象
住
宅　

平
成
20
年
1
月
1
日
以
前
か

ら
所
在
す
る
、
改
修
後
の
床
面
積
が
５0
㎡

以
上
の
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

● 

改
修
内
容　

現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合

し
た
、
次
の
う
ち
①
の
窓
の
断
熱
改
修
工

事
を
含
む
、
工
事
費
が
５0
万
円
を
超
え
る

改
修　

①
窓
の
断
熱
改
修
工
事　

②
床
の

断
熱
改
修
工
事　

③
天
井
の
断
熱
改
修
工

事　

④
壁
の
断
熱
改
修
工
事

● 

減
額
内
容　

翌
年
度
の
固
定
資
産
税
額　

（
1
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
相
当
分
ま
で
）

の
１
／
３
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

年末年始のごみ収集・

 し尿汲み取りについて
○…収集あり　休…収集休み

※お問い合わせ先　住民税務課住民G　☎６６２ - ２１１３

1２/２８
（木）

1２/２９
（金）

1２/30
（土）

1２/31
（日）

１/ １
（月）

１/ ２
（火）

１/ ３
（水）

１/ ４
（木）

ごみ ○ ○ 休 休 休 休 休 ○

し尿汲み取り ○ 休 休 休 休 休 休 ○

第１８回
『山形ふるさとＣＭ大賞』を
 ご覧ください

　山形テレビ主催の『山形

ふるさとＣＭ大賞』が、今

年は、下記の日程で放送予

定です。中山町も出品して

いますので、ぜひご覧くだ

さい。

●放送日　1２月1８日（月）

 午後７時～

●放送局　ＹＴＳ山形テレビ

小
型
除
雪
機
の　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

貸
し
出
し
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
福
祉
子
育
て
支
援
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

　

高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
自
力
で
除
排
雪

が
で
き
な
い
世
帯
や
生
活
道
路
等
の
除
排
雪

作
業
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
対
し
、

町
が
保
有
す
る
小
型
除
雪
機
の
貸
し
出
し
を

行
い
ま
す
。

● 

貸
出
先　

町
内
会
、
消
防
団
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど

●
貸
出
機
械
お
よ
び
歩
板

　

▼ 

小
型
除
雪
機
（
ハ
ン
ド
ガ
イ
ド
式
）

11
・
８
馬
力

　

▼
（
ア
ル
ミ
）
歩
板
一
式

● 

貸
出
期
間　

１
回
の
貸
し
出
し
は
原
則
２

日
以
内
（
休
日
中
の
貸
し
出
し
は
休
日
前

の
夕
方
～
休
日
明
け
の
朝
ま
で
）

● 

費
用　

貸
出
料
は
無
料
で
す
。
燃
料
費
、

損
害
保
険
料
お
よ
び
賠
償
保
険
料
、
除
雪

機
の
運
搬
経
費
は
貸
し
出
し
を
受
け
る
団

体
等
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
条
件

１ 

．
除
雪
機
を
操
作
す
る
人
は
、
損
害
保
険

お
よ
び
賠
償
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
（
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加
入
が
可
能
な
場
合
は

加
入
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
）
。

２ 

．
除
雪
機
の
操
作
経
験
者
が
い
る
こ
と
が

望
ま
し
い
こ
と
と
し
ま
す
。

● 

申
請
方
法　

貸
し
出
し
希
望
日
の
平
日
２

日
前
ま
で
に
、
申
請
書
を
健
康
福
祉
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
申
請
書
は
健
康
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
）
。

● 

注
意
事
項　

除
雪
機
の
貸
し
出
し
お
よ
び

返
却
は
、
平
日
の
午
前
８
時
３0
分
か
ら
午

後
５
時
1５
分
ま
で
の
時
間
帯
で
お
願
い
し

ま
す
。

ま
す
）
。
届
出
用
紙
は
住
民
税
務
課
、
ま
た
は

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

●
持
ち
物　

印
か
ん
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●

●

● 

募
集
・
案
内 

●
●
●

障
害
者
控
除
・
お
む
つ
代　

医
療
費
控
除
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

証
明
書
・
認
定
書
交
付
の
こ
と

 

　
　
　

…
健
康
福
祉
課
介
護
支
援
Ｇ

 
☎
６
６
２
‐
２
４
５
６

　

税
の
控
除
の
こ
と
…
住
民
税
務
課
税
務
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
２

【
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
】

　

確
定
申
告
等
に
お
い
て
お
む
つ
代
を
医
療

費
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
、
医
師
が
発

行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
と
お
む
つ

代
の
領
収
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
者
に
つ
い
て
の

２
年
目
以
降
の
申
告
で
は
、
医
師
が
発
行
す

る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代
わ
り
、
要

介
護
認
定
資
料
（
主
治
医
意
見
書
等
）
で
寝

た
き
り
状
態
等
を
確
認
し
て
町
が
発
行
す
る

「
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
証
明
書
」
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
証
明
書
」
の

必
要
な
方
は
、
健
康
福
祉
課
（
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
役
場
総
合
窓
口
で
発
行

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の

 

交
付
に
つ
い
て
】

　

6５
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要
介
護
１
以
上

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
う
ち
、
身
体
障

害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
で

も
、
障
が
い
者
ま
た
は
特
別
障
が
い
者
に
準

● 

日
時　

平
成
30
年
２
月
11
日
（
日
・
祝
日
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

◆ 

発
表
・
参
加
等
の
申
し
込
み
は
1２
月
２２
日

（
金
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
12
月
１
号
の
お
知
ら
せ
版
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

女
性
ま
つ
り
に　
　
　
　
　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
事
務
局
（
中
央
公

　

民
館
内
） 

☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の　

　

お
知
ら
せ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

 

社
会
福
祉
協
議
会
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

 

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

【
心
配
ご
と
法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
】

　

あ
な
た
の
お
悩
み
、
心
配
ご
と
な
ど
を
相

談
員
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

● 
日
時　

1２
月
２0
日
（
水
）
午
後
１
時
15
分

～
４
時

●
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※ 

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
（
☎

６
６
２
‐
４
３
６
１
）

※ 

12
月
１
日
号
の
ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
12

ず
る
者
と
し
て
町
が
発
行
す
る
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
に
よ
り
所
得
税
お
よ
び

町
県
民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
12
月
３1
日
現
在
に
お
い
て

当
町
の
障
害
者
控
除
対
象
者
に
該
当
す
る
方

へ
は
、
１
月
中
旬
頃
ま
で
に
「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」
を
一
斉
送
付
し
ま
す
の
で

申
告
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

※ 

対
象
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、
役
場

総
合
窓
口
ま
た
は
健
康
福
祉
課
で
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

※ 
介
護
認
定
の
変
更
等
を
申
請
し
て
い
る
方

は
、
送
付
時
期
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　使用期限は平成30年１月15日（月）です。期限後は使
用できなくなりますので、お使い残しのないようにお願
いします。
● 使用できるお店　 「中山町商品券振興会加盟店」。ノボ

リとポスターが目印です。
　　※お問い合わせ先
　　　中山町商品券振興会事務局（中山町商工会）　

 ☎６６２ - ２２０７

月
27
日
と
記
載
し
ま
し
た
が
正
し
く
は
1２

月
２0
日
で
す
。

【 

お
弁
当
宅
配
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
み

ま
せ
ん
か
】

　

町
内
の
調
理
困
難
な
高
齢
者
世
帯
等
へ
火
、

金
曜
日
に
昼
食
お
弁
当
を
宅
配
し
ま
す
。

　

火
、
金
の
ど
ち
ら
か
一
方
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
利
用
さ
れ
る
高
齢
者
の
見
守
り
に
も
な

る
や
り
が
い
の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

自
家
用
車
で
午
前
10
時
３0
分
ご
ろ
か
ら
３0

～
40
分
程
度
で
宅
配
で
き
る
方
を
募
集
し
ま

す
。
別
途
ガ
ソ
リ
ン
代
（
３7
円
／
㎞
）
を
支

給
し
ま
す
。

贈
ら
な
い
！
求
め
な
い
！　

　
　
　
　

受
け
取
ら
な
い
！

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
１

　

年
末
年
始
は
、
何
か
と
贈
り
物
や
お
祝
い

事
を
す
る
機
会
の
多
い
季
節
で
す
。

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物
を

贈
る
こ
と
は
、
時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
答
礼
の
た
め
の
自

筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
な
ど
の
あ

い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い

ひまわり商品券使用期限が

 せまっています！

選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

14
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●

●

●

そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　

②
と
き

③
と
こ
ろ　

④
内
容　

⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　

⑦
申
込
方
法　

⑧
そ
の
他

フ
ァ
ー
ラ
イ
ベ
ン
ト
情
報

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

山
形
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
フ
ァ
ー
ラ

 
☎
６
４
５
‐
８
０
７
７

【 

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
講
座　

カ
ラ
ー
セ
ラ

ピ
ー
っ
て
何
!?
～
色
の
力
で
本
当
の
自
分

を
引
き
出
そ
う
！
～
】

● 

日
時　

平
成
30
年
１
月
２3
日
（
火
）
午
前

10
時
～
正
午

● 

場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
５
階
視

聴
覚
室　

● 

内
容　

カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
の
基
礎
知
識
を

学
び
色
の
持
つ
力
や
意
味
を
知
り
、
自
己

知
識
を
深
め
、
自
己
成
長
に
つ
な
げ
る
。

● 

講
師　

枝
松
祐
子
氏
（
カ
ラ
ー
ビ
ー
ト
主

宰
・
カ
ラ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

●
定
員　

先
着
３0
名

●
費
用　

無
料

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

● 

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【 「
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
知
ら
れ
て
い
な

い
Ｄ
Ｖ
の
本
質
」
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
～
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
を
通
し
て
～
】

● 

日
時　

平
成
30
年
１
月
２0
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

● 

場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
５
階
視

聴
覚
室

●
内
容　

講
演
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

●
講
師　

青
柳
紀
子
氏
（
弁
護
士
）

●
定
員　

先
着
20
名

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
実
施
団
体
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
サ
ポ
ー
ト
唯　

田
中
氏
（
☎
０
９
０

‐
２
３
６
６
‐
８
４
６
７
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
形
税
務
署
か
ら
の　
　

お
知
ら
せ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

山
形
税
務
署

 

☎
６
２
２
‐
１
６
１
１

【
お
済
み
で
す
か
。
消
費
税
の
届
出
】

　

個
人
事
業
者
の
方
で
、
平
成
28
年
分
（
基

準
期
間
）
の
課
税
売
上
高
が
１
０
０
０
万
円

を
超
え
て
い
る
な
ど
で
平
成
３0
年
分
（
課
税

期
間
）
に
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
る
場
合

に
は
、
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
「
課
税

事
業
者
届
出
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
３0
年
分
か
ら
新
た
に
簡
易
課

税
制
度
を
適
用
し
て
申
告
を
す
る
方
は
、
平

成
29
年
12
月
３1
日
ま
で
に
、
同
税
務
署
長

に
「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
消
費
税

の
届
出
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
り
に

な
り
た
い
方
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

s://w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

)

を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
（
山
形
税
務

署
に
電
話
を
お
掛
け
い
た
だ
き
、
自
動
音
声

案
内
が
流
れ
た
ら
「
１
」
番
を
選
択
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【 

確
定
申
告
書
の
作
成
は
国
税
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ご
利
用
を
!
】

　

所
得
税
や
消
費
税
、
贈
与
税
の
申
告
書
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
作
成
で
き
ま
す
。

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ

ば
、
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、
計
算
誤

り
の
な
い
申
告
書
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
作
成
し
た
申
告
書
は
、
印
刷
（
白

黒
で
可
）
し
て
郵
送
す
る
か
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
てe

-T
a
x

に
よ
り

送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

作
成
コ
ー
ナ
ー
の
操
作
な
ど
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
「e

-T
a
x

・
作
成
コ
ー

ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク　

０
５
７
０
‐
０
１
‐

５
９
０
１
（
全
国
一
律
市
内
通
話
料
金
）
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ひまわり温泉ゆ・ら・ら　営業時間変更のお知らせ
年末年始の営業時間は下記のとおりです。

【１月・２月の入浴営業時間】　

　１月４日より営業時間が下記のとおり変更になります。

　●開館時間　午前６時30分　●閉館時間　午後10時（受付終了：午後９時）

　　　　　　　※お問い合わせ先　ひまわり温泉ゆ・ら・ら　☎６６２ - ５７７７

開館時間 閉館時間 受付終了時間

1２月31日（日） 午前６時　　 午後８時 午後７時30分

１月１日（月） 深夜０時　　 午後９時 午後８時30分

１月２日（火）・３日（水） 午前６時30分 午後９時 午後８時30分

【
受
講
者
募
集
！
エ
ク
セ
ル
活
用
講
座
】

　

①
山
形
県
立
山
形
職
業
能
力
開
発
専
門

校
（
☎
６
４
４
‐
９
２
２
７
）　

②
平
成

30
年
１
月
２3
日
（
火
）
～
２5
日
（
木
）
午

前
９
時
15
分
～
午
後
４
時　

③
山
形
県
立

山
形
職
業
能
力
開
発
専
門
校　

⑤
エ
ク
セ

ル
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方
・
1５
名　

⑥

受
講
料
…
７
８
０
０
円
、
テ
キ
ス
ト
代
…

２
８
０
８
円　

⑦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

お
問
い
合
わ
せ
先
で
申
込
用
紙
を
請
求
の

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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　１月19日（金）から２月４日（日）は、「雪害事故防止週
間」です。雪による事故被害の原因でもっとも多いのは、自
宅など建物の屋根の雪下ろし作業中の事故で、特に高齢者
の方が事故に遭うケースが多くなっています。
　次のポイントに注意して、雪下ろし作業は安全に行いま
しょう。

～安全な雪下ろし作業「７つのポイント」～
①作業は２人以上で！

　（やむを得ず１人の時は携帯電話を携帯して）

②服装は濡れないもの、汗をかきすぎないもの

　（防水・防汗）

③はしごはしっかり固定！

　（足元も先端も。角度は75度に）

④高所作業（２ｍ以上）では命綱は必須！

⑤道具はスキルに合わせて。メンテもしっかり！

⑥気温が高い時は屋根の雪のゆるみに注意！

⑦体調管理は万全に

　（準備運動で体を温める。早めの水分補給）

また、除雪機での作業も十分注意しましょう！！

「山形県総合的な雪対策」「山形県雪情報システム」は山形県公

式ホームページでご活用いただけます。

※お問い合わせ先　政策推進課政策企画Ｇ　☎６６２-４２７１

雪害事故防止について

【
果
樹
王
国
山
形
を
支
え
る
皆
様
へ
】

　

①
山
形
県
農
業
共
済
組
合
本
所
園
芸
部

（
☎
６
５
６
‐
８
９
７
８
）　

④
多
様
化
す

る
自
然
災
害
に
備
え
て
、
果
樹
共
済
へ
の

加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
降
ひ
ょ

う
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
・
台
風
・
豪
雪
・
開
花

期
の
低
温
な
ど
、
近
年
多
発
す
る
異
常
気

象
に
よ
る
災
害
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
唯

一
の
公
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
「
果
樹

共
済
」
は
、
果
樹
農
家
の
経
営
を
し
っ
か

り
守
り
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
果
樹

剪
定
枝
粉
砕
機
貸
出
事
業
な
ど
、
損
害
防

止
事
業
を
行
う
一
方
、
行
政
や
農
協
の
協

力
を
得
な
が
ら
制
度
の
普
及
を
図
っ
て
い

ま
す
。　

⑧
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
果
樹

推
進
員
も
し
く
は
山
形
県
農
業
共
済
組
合

本
所
園
芸
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
コ
ー
ル
（
☎
０
１
２
０
‐
５
１
‐

３
２
０
５
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【 

２0
代
・
30
代
対
象
！
健
康
教
室
と
検
診
・

検
査
の
実
施
に
つ
い
て
】

　

①
や
ま
が
た
健
康
推
進
機
構
山
形
検
診
セ

ン
タ
ー
（
☎
６
８
８
‐
６
５
１
１
）　

②

1２
月
～
平
成
30
年
３
月　

月
２
回
、
１

時
間
程
度
（
健
康
教
室
３0
分
、
検
診
・

検
査
３0
分
）　

③
や
ま
が
た
健
康
推
進
機

構
山
形
検
診
セ
ン
タ
ー
、
最
上
検
診
セ
ン

タ
ー
、
米
沢
検
診
セ
ン
タ
ー
、
南
陽
検
診

セ
ン
タ
ー
、
庄
内
検
診
セ
ン
タ
ー　

④
若

い
方
に
健
康
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
「
ワ
ン
コ
イ
ン
（
５
０
０
円
）
で
受

け
ら
れ
る
健
康
教
室
と
検
診
・
検
査
」
を

実
施
し
ま
す
。
が
ん
の
正
し
い
知
識
や
予

防
な
ど
に
つ
い
て
、
健
康
な
今
こ
そ
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

▼
検
診
・
検
査
内
容
…
大
腸
が
ん
検
診
、

肺
が
ん
検
診
、
胃
リ
ス
ク
検
査
、
乳
房
超

音
波
検
査
（
女
性
の
み
）　

⑤
20
代
・
３0

代
の
方　

⑥
各
検
診
・
検
査
５
０
０
円
（
税

込
）

【
「
生
活
応
援
ロ
ー
ン
」
の
ご
紹
介
】

　
　

「
生
活
応
援
ロ
ー
ン
」
は
、
中
山
町
と

労
働
金
庫
が
協
力
し
低
利
で
融
資
す
る
制

度
で
す
。
自
動
車
購
入
・
教
育
資
金
・
医

療
費
・
冠
婚
葬
祭
費
・
借
財
返
済
等
、
生

活
資
金
全
般
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

た
だ
し
、
事
業
資
金
、
投
機
目
的
資
金
、

負
債
整
理
資
金
は
除
き
ま
す
。

　

①
東
北
労
働
金
庫
寒
河
江
支
店
（
☎

０
２
３
７
‐
８
６
‐
２
２
１
０
）
、
産
業

振
興
課
（
☎
６
６
２
‐
２
１
１
４
）　

⑤

会
社
や
商
店
に
１
年
以
上
お
勤
め
の
方
で
、

労
働
組
合
が
無
い
、
ま
た
は
職
場
に
融
資

制
度
の
無
い
方　

⑧
融
資
額
…
１
０
０
万

円
～
３
０
０
万
円
以
内
／
金
利
…
年
２
・

20
％
～
３
・
５0
％
（
固
定
金
利
・
保
証
料

率
を
含
む
）　

※
平
成
３0
年
３
月
末
ま
で

に
お
申
し
込
み
を
受
け
付
け
、
3
月
末
ま

で
実
行
す
る
ご
融
資
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

／
融
資
期
間
…
７
年
～
10
年
以
内
／
保
証

…
労
働
金
庫
指
定
の
保
証
機
関
の
保
証
が

必
要
で
す
。

【
ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン
の
ご
紹
介
】

　
　

地
元
を
大
切
に
考
え
た
教
育
ロ
ー
ン
で

す
。
ご
子
弟
が
卒
業
後
、
県
内
に
就
職
・

就
業
し
た
場
合
は
そ
れ
以
降
の
利
子
に
対

し
て
、
元
金
３
０
０
万
円
を
限
度
に
教
育

基
金
協
会
か
ら
年
２
・
０
％
の
利
子
補
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

①

教

育

基

金

協

会
（

☎

６

３

５

‐

０
１
０
１
）
、
東
北
労
働
金
庫
寒
河
江
支

店
（
☎
０
２
３
７
‐
８
６
‐
２
２
１
０
）
、

産
業
振
興
課
（
☎
６
２
‐
２
１
１
４
）　

⑧
用
途
…
大
学
・
短
大
・
高
校
・
専
門
学

校
等
の
学
資
金
、
住
居
・
生
活
資
金
な
ど

／
融
資
限
度
額
…
最
高
１
０
０
０
万
円
／

融
資
金
利
…
年
１
・
9５
％
～
３
・
1５
％

（
固
定
金
利
、
保
証
料
不
要
）　

※
平
成
３0

年
３
月
末
ま
で
に
お
申
し
込
み
を
受
け
付

け
、
３
月
末
ま
で
実
行
す
る
ご
融
資
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
／
返
済
期
間
…
最
長
10

年
（
在
学
期
間
中
は
元
金
据
置
が
で
き
ま

す
）
／
保
証
…
労
働
金
庫
指
定
の
保
証
機

関
の
保
証
が
必
要
で
す
。
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【 

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
】

　

①
山
形
地
方
法
務
局
登
記
部
門
（
☎

６
２
５
‐
１
６
１
９
）　

④
「
法
定
相
続

情
報
証
明
制
度
」
は
、
法
定
相
続
人
が
誰

で
あ
る
か
を
登
記
官
が
証
明
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
各

種
相
続
手
続
き
で
戸
籍
謄
本
の
束
を
何
度

も
出
し
な
お
す
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

手
続
き
先
が
複
数
あ
る
場
合
、
手
続
き
が

同
時
に
進
め
ら
れ
る
等
、
と
て
も
便
利
な

制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
発
行
に
必
要
な
書
類
等
、

詳
し
く
は
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

右
記
の
お
問
い
合
わ
せ
先
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【 

第
13
回
山
形
県
立
中
央
病
院
県
民
健
康
講

話
】

　

①
山
形
県
立
中
央
病
院
医
療
連
携
・
相
談

室
（
☎
６
８
５
‐
２
６
２
６
）　

②
平
成

30
年
１
月
２0
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時

30
分　

③
山
形
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
遊

学
館
３
階
第
１
研
修
室　

④
テ
ー
マ
…

「
お
腹
の
病
気
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
ま

す
」　

▼
演
題
１
…
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

検
診
を
受
け
よ
う

-
検
診
の
疑
問
に
お
答

え
し
ま
す

-
▼
演
題
２
…
今
、
脂
肪
肝
が

危
な
い

-
慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
、
そ
し

て
肝
臓
が
ん
へ

-

▼
演
題
３
…
知
っ
て
く

だ
さ
い
、
「
胆
石
」
の
こ
と　

⑥
無
料　

⑦
事
前
申
し
込
み
不
要

「困ったときはお互いさま」大規模災害被災者支援義援金募集について
　台風２１号による記録的大雨等により、伊勢市、玉城町をはじめ、三重県では大きな被害が発生し
ました。このため、三重県共同募金会から、この災害で被災された方々を支援することを目的に義
援金募集の支援要請がありました。
　義援金のみの受け付けとなりますのでご理解、ご協力よろしくお願いします。

●義援金の名称　台風２１号三重県災害義援金
●受付期間　平成３０年１月３１日（水）まで
●義援金受入れ口座、口座番号等

※お問い合わせ先　（福）中山町社会福祉協議会　☎６６２ – ４３６１

金融機関 支店名 口座番号 口座名義

ゆうちょ銀行 ００９９０－９－２７５７４５

三重県共同募金会

台風２１号三重県災害義援金

（ ミエケンキョウドウボキンカイ

タイフウニジュウイチゴウミエ

ケンサイガイギエンキン）

百五銀行 津駅前 ０９２２４５６

三重銀行 津 ２８８０６３２

第三銀行 津 ６０２６２２９

三重県信用農業協同組合連合会 本店 ００１３５５２

三重県信用漁業協同組合連合会 本店 １５４３３５７

※ゆうちょ銀行の窓口で振り込み手続きをした場合は振込手数料は無料です。
※百五銀行・三重銀行・第三銀行については、ＡＴＭからの振込手数料は無料です。
※百五銀行・三重銀行については、全国地方銀行協会加盟銀行の窓口からの振込手数料は無料です。

●現金書留の場合
　［宛先］　〒５１４－０００３　三重県津市桜橋２丁目１３１　三重県社会福祉会館２階
　　　　　　社会福祉法人三重県共同募金会　あて
　　　　　　※現金書留用封筒に「救助用郵便」と明記いただければ、郵便料金が免除されます。

●お問い合わせ先　　社会福祉法人三重県共同募金会　
　　　　　　〒５１４－０００３　三重県津市桜橋２丁目１３１　社会福祉法人三重県共同募金会
　　　　　　　☎：０５９－２２６－２６０５
　　　　　　　ＦＡＸ：０５９－２２１－００４４

●なお、当社会福祉協議会（山形県共同募金会中山町共同募金委員会）でも義援金を受け付けます。
　詳しくはお問合わせください。
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宅配買い取りサービスのトラブルが増加しています！
　「不要になった品物（本、衣類、ゲーム機など）を買い取ります」といったウェブサイト等をきっ

かけに、消費者が売りたいものを梱包して、宅配便で事業者に送付して査定買い取りをしてもらう、

「宅配買い取りサービス」に関する相談が増えています。宅配買い取りサービスは、梱包して送付す

るだけという手軽さの反面「ウェブサイトの買い取り金額の例示を見て、高値で買い取られると思っ

ていたら、非常に安い金額が振り込まれた」「送ったはずの品物を紛失された」「返却を依頼したら、

送料負担と言われた」といった相談に見られるように非対面取引特有のトラブルが発生しています。

【アドバイス】

１．一見高額で買い取られると思わせる表示があっても条件を細かく確認し、即断せず他の事業者の

　　ウェブサイト等にも目を通しましょう。

２．直接対面での商品の確認がありませんので、リストを作り、写真を撮るなど送付する商品の記録

　　を作っておきましょう。

３．トラブルにあった際には、消費生活窓口に相談しましょう。

　　※ご相談・お問い合わせ先　中山町消費生活相談窓口（住民税務課住民Ｇ内）☎６６２-２５９３
                          　　相談受付　役場①番窓口　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　　　　　　　　　　午前８時30分～正午、午後１時～４時

道路の除雪作業にご協力ください
　町では、安全で円滑な道路交通を確保するため道路の除雪作業を行っています。

　除雪作業に対する要望が数多く寄せられますが、全てに対応することはできません。地域ぐる

みの協力が必要となります。

　除雪作業を円滑に実施するため、次のような点について皆様のご理解とご協力をお願いします。

１．間口の雪処理にご協力ください

　除雪車が道路を除雪した後、かき分けられた雪が各家庭の間口に堆雪することがあります。

　限られた時間と除雪車での除雪作業となり、沿道一軒一軒の出入り口の確保や、各家庭に合

わせた作業はできません。ご自宅の間口に残った雪は、各ご家庭やご近所で協力し合い除雪を

お願いします。

２．路上駐車はやめましょう

　路上駐車は、除雪の妨げとなるだけでなく緊急車両の通行の支障となりますので、絶対にし

ないでください。路上駐車されている道路は除雪を中断せざるを得ない場合もあります。地域

でお互いに注意し、路上駐車をなくしましょう。

※山形警察署の指導により、発見し次第、警察に通報することとなっています。

３．道路（車道や歩道）への雪出しはやめましょう

　除雪後の道路に、各家庭や事業所の雪を押し出している光景が見受けられます。道路がでこ

ぼこになり交通事故や交通障害の原因となり危険です。屋根の雪、宅地内の雪は道路に出さな

いでください。個人の宅地内の排雪を行う場合は、指定の雪捨場へ搬入してください。

４．屋根雪の道路への落雪は、交通障害を起こすだけでなく、人命に関わることがありますので、

　危険な場所については、落下防止策を講じたり、道路以外の場所への雪下ろしをしたりしてく

　さい。

５．国道・県道・町道の順に優先される除雪作業の原則から、生活道路等の除雪は遅れる場合も

　あります。また、除雪車の入れない狭い道路については町では除雪できません。地域ぐるみで

　対応してくださるよう、ご協力をお願いします。

６．庭木の枝が積雪により道路にはみ出し、除雪作業の支障になる場合がありますので、はみ出

　すおそれのある枝は事前に伐採するか、縄等で固定するようにしてください。

７．側溝に雪を捨てると、側溝が詰まり、水害が発生することがありますので、側溝に雪を捨て

　ないでください。

８．各地区に設定してある除雪路線ごとの雪押し場（空き地、農地等）の借地は、地元で所有者

　の方へ連絡などの対応等をお願いします。

９．除雪車による工作物等の破損が発生した場合には、直ちに町へ連絡していただきますようお

　願いします。

　　　　　　　※お問い合わせ先　建設課建設整備Ｇ　☎６６２ - ２１１６

消費生活の窓口から

こんぽう
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飲酒運転はしない・させない・許さない
年末は、忘年会等で飲酒の機会が多くなります。

飲酒運転は重大な交通事故を起こすおそれが高く、極めて危険で悪質な行為です。

飲酒運転は絶対に「しない・させない・許さない」を徹底しましょう。

飲酒運転４（し）ない運動
①車を運転するときは酒を飲まない

②酒を飲んだら車を運転しない

③運転する人に酒を飲ませない

④酒飲み運転は見逃さない

保健カレンダー
※保健事業に関するお問い合わせ先

健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

小児インフルエンザ予防接種の一部助成について

任意予防接種である小児インフルエンザ予防接種を希望する方を対象に、期間内に１回のみ助成します。

対 象 者：接種日において満１歳以上中学３年生までの方

自己負担：接種費用から助成額１，５００円を差し引いた額

申込方法： 生年月日および中山町民であることを確認できるもの（母子手帳、保険証など）をお持ちの上、

健康づくりＧへお越しください。説明書と予診票をお渡ししますので、その後、医療機関に予約

してください。

接種期間：平成30年１月31日（水）まで

※詳しくは１０月１日号お知らせ版をご覧いただくか、健康福祉課健康づくりＧへお問い合わせください。

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

母 子 手 帳 交 付

１２/２６（火）
９：００～１０：００

１/ ９（火）
９：００～１０：００

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います（この
日時で妊婦さん本人の都合がつかない場合は
ご連絡ください）。
● 持ち物　印かん、妊娠届出書、個人番号が

確認できるもの（個人番号カード、個人番
号通知カード等）と本人確認できるもの（個
人番号カード、運転免許証等）

定 期 健 康 相 談

１２/２６（火）
１０：３０～１１：３０

１/ ９（火）
１０：３０～１１：３０

生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行
います。

育 児 相 談 会
（ 予 約 制 ）

１２/２６（火）
１０：３０～１１：３０

育児全般について、保健師または管理栄養士
が相談に応じます。前日まで電話でご連絡く
ださい。

１ 歳 ６ か 月 児
健 診

１/１０（水）
受付時間

１３：２０～１３：５０

保健福祉
センター

検診ホール

平成２８年４月～６月生まれの子どもと前回欠
席の子ども
●持ち物　母子手帳、問診票、交換用おむつ、

バスタオル

食生活改善推進員
養 成 講 習 会

１/１１（木）
受付時間

９：００～１4：００

保健福祉
センター

２階会議室

各地区養成員の方
●内　容　高齢者の低栄養を防ぐ食生活、食

生活改善推進協議会について、修
了式

●持ち物　エプロン、三角巾、ファイル、テ
キスト、筆記用具、米８０ｇ

◆出欠の連絡を１２月２６日（火）まで健康づく
りＧ（☎６６２－２８３６）へ必ずご連絡ください。
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NAKAYAMA TOWN INFORMATION

町の魅力を再発見！　

　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。

　このコーナーでは、そんなまちの魅力をお知らせしていきます。
アイ
ラブ
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Ｉ

　町内のさまざまな芸術・文化活動を行っている会によって構成さ

れている「中山町芸術文化協会」（秋葉芳樹会長）は、昭和４３年９

月に設立され、今年で５０周年をを迎えました。

　現在、芸文協会を構成している団体は、美術、写真、書道、民俗

研究、俳句、短歌、華道、茶道、倭楽、倭舞、女声コーラス、剣詩

舞、詩吟、日本舞踊、新舞踊、民舞踊、民謡、謡曲と多岐にわたっ

ており、会員数は１７４名となっています。

　設立当初の会長は、故柏倉亮吉先生（山形大学名誉教授、中山町

名誉町民）で、当時は、約１００名の会員で発足しました。当時の様

子を柏倉先生が寄稿した「芸文なかやま」には、「面積は山形県で

一番小さい町ではあるが、文化の面では他となんら遜色がない」と

あります。１１月３日に行われた記念式典で、秋葉会長は、「新しい

５０年に向けて、これからも会員一同研鑽を積んでまいりたい」と力

強くあいさつしました。

　中央公民館で行われた５０周年の記念式典では、町の伝

統芸能等が披露されたほか、「山形西高音楽部ＯＧ嚶鳴

女声合唱団」、「BIG SWING FACE」の記念音楽祭が行わ

れました。それぞれのすばらしい演奏が、５０周年に花を

添えていました。

この広報紙は

再生紙・植物油インキを使用しています。

絵画や書道、華道の展示や、お茶席が設け
られたほか、舞台発表が行われました

（写真上）あいさつをする
　　　　秋葉芳樹会長
（写真右上）玄蕃太鼓振興会
（写真右下）土橋獅子踊

増川大輔さんのチェロとすばらしいハーモニーの嚶鳴女声合唱団

山形でも屈指のジャズバンドの演奏に会場もスウィング

創立５０周年を迎えた

中山町芸術文化協会

多くのお客様でにぎわう記念の芸文祭を開催
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